
演習132：明日への最初の一歩（全体プロセス）

私の「共感ダイアログ」計画

本日の学びを、明日からの具体的な「共感ダイアログ」の計画に落とし込みます。

STEP 1 誰に

対象者を、一人決める。気になる“あの

人”へ。

STEP 2 どこで

安心して話せる場とタイミングを選ぶ。

STEP 3 何と言うか

問いかけ・自己開示・演出を準備する。
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【重要・次点】



私の「共感ダイアログ」計画シート

3点を記入し、最後に隣の人と共有しましょう

（1）対象者（誰に）
例：最近元気がなさそうな〇〇さん／新しくリーダーになった△△さん

記入欄：（ ）

（2）場とタイミング（どこで）
例：明日の朝一のデスク訪問／週次ミーティングの冒頭3分／ランチタイム

記入欄：（ ）

（3）具体的な問いかけ・演出（何と言うか・どう振る舞うか）
例1 問いかけ：「最近、仕事で一番“手応え”を感じた瞬間はいつ？」

例2 自己開示：「実は私もこの部分、少し不安なんだ。君はどう見ている？」

例3 演出：机を挟まず、隣に座って話を聴く。

記入欄：（ ）
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まとめ：社長の想いを「組織の共通言語」へ

言葉が文化を作る ── 繰り返し語り、そして「聞き続ける」

立派な理念も、語られ・聞かれて初めて文化になります。社長の想いが、組織の「共通言語」になるまで、対話を続けてください。

語り続ける
理念や価値観を、日々の言葉で、繰り返し発信する。

聞き続ける
点数の“ズレ”や“違和感”に耳を傾け、対話で受け止める。

明日、あなたなら誰に、どんな「対話」を仕掛けますか？
―― その一歩が、新しい企業文化の始まりです。
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